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(反克）

相克の変化したもの
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五行の順番は、人体発生の順：腎→肝→心→脾→肺。“生”“克”
は正常状態を保つためのコントロールを意味する。A乗BはAの
病気がBも病気にする。C反克Dは、本来Cが、Dの病気予防をし
ているはずが、Dの病気がCを病気にする。
相生 （病的：母病及子）
肝生心：肝は疏泄をつかさどり、全身の陽気の調節をす
る。 春に肝気は強くなる。真っ先に肝気を伝えるのは
心である。
心生脾：君火によって、脾はうまく作動する。
脾生肺：脾で作られた精微物質が肺で真っ先に運ばれ
肺を潤す。
腎生肝：腎の陰性物質が沢山出来ると、肝の陰性物質も
沢山出来る（病的：水不函木)
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相克（病的：相乗、反克）
腎克心：心の火は君火で強い。強すぎると病気になる。それを予防す
る意味で腎から水を上げて冷ます。心経実火（不眠・煩躁）で、腎水
不足のことがあると舌炎がおこりうる。滋陰降火（心火瀉し補腎水：

心
腎相交：黄連阿膠湯）

心克肺：頻度は少なめ（相乗：心不全で肺水腫）。反克（肺炎で心の状
態が悪くなる｛肺性心｝）の頻度が多い。

肺克肝：肝の負荷を肺で緩和（緊張を深呼吸でほぐす？）。 実際は、
肝刑肺（反克）が多い（急性肝炎で咳や血痰）。

肝克脾：腹痛が起きないように、自律神経（肝）が調節する！? 
相乗：肝が弱ると胃腸の働きが悪くなり嘔吐下痢となる（肝脾不和）
（木乗土）。反克：最初に下痢があり、肝炎が起きてくる急性A型肝

炎
（土虚木乗）。

脾克腎：貯まりやすい腎水を、脾でさばく。脾陽虚が腎陽虚を引き起こ
す（相乗）。腎炎悪化で下痢（反克）。益火生土（腎陽を補い脾陽を

温
煦）
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